
選挙管理委員会事務局 選挙管理委員会事務局長 槌谷　光義 部　局 補　職 氏　名

１．部局の使命

２．使命を遂行するための取り組み方針と、それに基づく取組みの総括 方針取組みの総括

方針 取組みの総括

(2022年度) 部局マネジメントシート 2022年度

選挙は、有権者が政治に参加する最も重要かつ基本的な機会であり、積極的な投票参加は民主政治の健全な発展のために欠かすことのできないものと
認識し、法令に基づき、選挙事務の管理執行を適正に行い、更に、投票しやすい環境づくりや政治意識の向上に努め、有権者の意思が的確に反映され
る社会の実現に貢献する。

（１）当事務局は、選挙管理委員会の職務の執行を補助することを任務
としていることから、事務局の運営にあたっては適正に選挙を執行し、
投票しやすい環境づくり、必要な人づくり・組織づくりに努めていきま
す。

（２）明るく正しい選挙の実現のため、選挙時はもとより、平常時から
あらゆる機会をとらえて、市民の政治に参加する大切な機会である選挙
の大切さについて周知し、公正な選挙に対する意識の高揚や投票行動の
喚起を図っていきます。

（１）選挙の適正執行、投票環境の整備、執行体制の構築について
①豊中市長選挙及び豊中市議会議員補欠選挙（4月17日投開票）の執行につ
いて、市長選挙の無投票により市議補選のみの執行になった。
②参議院議員通常選挙（7月10日投開票）の執行について、IRに関する住民
投票条例の制定を目的とする署名活動がなされる中で、署名の審査と並行し
て選挙の準備を進めた。
③統一地方選挙（令和5年4月9日、23日投開票）について、令和5年3月23
日、31日にそれぞれ告示となり、期日前投票が開始された。
①②③いずれの選挙においても計7か所の期日前投票所を設置するとともに
投票所（期日前投票所を含む。）の運営については部局制により人員を配置
した。

（２）選挙啓発について
①明るい選挙推進協議会との協働による標語・ポスター展を実施
②参議院選及び統一地方選前に障害者支援機関との協働による模擬投票を実
施



３．当年度目標と目標設定に対する振り返り等 

No
当年度目標（当初設定） 実績

取組み事項及びその内容・スケジュール 取組みを行った内容・成果 課題・今後の方向性

1

豊中市長選挙、豊中市議会議員補欠選挙の執行

総合計画
5-2-① 公正で効果的・効率的な市政運営を進めます。

基本政策

0 　　　　

○豊中市長選挙、豊中市議会議員補
欠選挙（4月17日投開票）の執行に
ついては、市長選挙が無投票になっ
たことから市議補選のみの執行と
なった。

　　投票者数73,733人　投票率
22.28％

＊期日前投票所については、当初の
予定どおり計7か所に設置した。
＊新型コロナウイルス感染症対策に
ついても当初予定どおり実施した。
＊・インターネット広告（Yahoo）
での選挙期日の周知を行ったが、ア
クセス数は非常に少なく、効果を発
揮できなかった。

期日前投票所を労働者派遣を用いて
運用している場合、予定していた選
挙が無投票になった場合に過剰な人
員配置になってしまう。今後、契約
のあり方を検討しておかなければな
らい。
市長選については、その実施時期が
市単独になってくることから、選挙
期日の周知等については、効果的な
方法を検討しなければならない。

（１）豊中市長選挙、豊中市議会議員補欠選挙（4月17日投開票）の執行
に向けて、コロナ禍でも選挙人が安心して投票できる環境と選挙事務従
事者等が安心して業務を遂行できる環境を整え、公明かつ適正な選挙を
執行します。

　①期日前投票所の増設
　　・日時：令和4年4月14日（木）～4月16日（土）午前8時30分から午
後8時まで
　　・場所：ルシオーレ北館4階蛍池老人憩の家集会室
　　　　　　千里文化センター「コラボ」2階千里公民館集会場
　　　　　　豊島体育館1階会議室
　②新型コロナ対策
　　・マスク、フェースシールド、ゴム手袋、飛沫防止シート、アル
コール消毒液、使い捨て鉛筆等
　　・従事者数の抑制（2票対応）
　　・市ＨＰ、ＳＮＳによる情報提供（混雑する時間帯の掲示等）
　③その他
　　・インターネット広告（Yahoo他）での選挙期日の周知



 

No
当年度目標（当初設定） 実績

取組み事項及びその内容・スケジュール 取組みを行った内容・成果 課題・今後の方向性

2

参議院議員通常選挙の執行

総合計画
5-2-① 公正で効果的・効率的な市政運営を進めます。

基本政策

0 　　　　

○参議院議員通常選挙（7月10日投
開票）の執行については、IRに関す
る住民投票条例の制定を目的とする
署名活動の審査が行われる中で準備
を進めることになった。

　　投票者数180,202人　投票率
53.52％
　　　　　　　　　　　　　　　　
　（選挙区）

○新型コロナ対策及び選挙備品の後
進については、予定通り実施した。

参議院選は実施時期がほぼ定まって
いるため、高校や障害者支援機関等
と連携し効果的な啓発を実施してい
く。
機器類の更新についても、参議院選
実施年度に計画的に行っていく。

（１）参議院議員通常選挙（7月25日任期満了）の執行に向けて、コロナ
禍でも選挙人が安心して投票できる環境と選挙事務従事者等が安心して
業務を遂行できる環境を整え、公明かつ適正な選挙を執行します。

　①期日前投票所の増設
　　ルシオーレ北館4階蛍池老人憩の家集会室、千里文化センター「コラ
ボ」2階千里公民館集会場、豊島体育館1階会議室（投票日直前の木曜日
から土曜日までの3日間、午前8時30分から午後8時まで）
　②新型コロナ対策
　　・マスク、フェースシールド、ゴム手袋、飛沫防止シート、アル
コール消毒液、使い捨て鉛筆等
　　・従事者数の抑制（2票対応）
　　・市ＨＰ、ＳＮＳによる情報提供（混雑する時間帯の掲示等）
　③その他
　　・投票用紙自動交付機（72台）の更新



 

No
当年度目標（当初設定） 実績

取組み事項及びその内容・スケジュール 取組みを行った内容・成果 課題・今後の方向性

3

統一地方選挙（大阪府議・知事選、豊中市議選）の準備及び執行

総合計画
5-2-① 公正で効果的・効率的な市政運営を進めます。

基本政策

0 　　　　

○令和5年度執行予定の統一地方選
挙（前半：大阪府議会議員・知事選
挙、後半：豊中市議会議員選挙）に
向けて、立候補の受付や投開票事務
等にかかる準備を進めた。
　3月24日から知事選挙の期日前投
票が、3月31日には府議選の立候補
届出が行われた。
・この選挙から、庄内コラボセン
ター「ショコラ」を期日前投票所に
供用するとともに、庄内さくら学園
の開校に伴う投票所の再編を行っ
た。
・新型コロナ対策については、感染
状況等を踏まえ、選挙人に不安を起
こさない準備を進めた。
・啓発関係については、大学生を中
心とした若者団体と引き続き協働
し、ポスターやチラシ、投票済証を
作成し、10代の有権者全員に上記チ
ラシ等を発送し、啓発を行った。
・委託関係についても計画どおり行
い、特に問題となることはなかっ
た。

令和5年4月9日、23日の投・開票を
無事に行うこと。
・投票所の変更（特に投票区域が変
更する場合）については、慎重な周
知を行う必要がある。

（１）令和5年度（2023年度）執行の統一地方選挙（前半：大阪府議会議
員・知事選挙、後半：豊中市議会議員選挙）に向けて、立候補の受付や
投開票事務等にかかる準備を進めます。
　また、令和5年（2023年）3月には知事選挙、大阪府議会議員選挙の期
日前投票が始まる見込みであり、選挙事務を適正に執行します。

　①準備内容
　　・市議選に係る立候補受付関係（書類作成、印刷物の発注等）
　　・新型コロナ対策（物品調達等）
　　・啓発関係（ポスター、チラシ、横断幕、車両シート、インター
ネット広告等）
　　・委託関係（入場整理券、ポスター掲示場、物品搬送、人材派遣
等）



 

No
当年度目標（当初設定） 実績

取組み事項及びその内容・スケジュール 取組みを行った内容・成果 課題・今後の方向性

4

南部地域における投票区の見直し

総合計画
5-2-① 公正で効果的・効率的な市政運営を進めます。

基本政策

0 　　　　

○庄内さくら学園の開校に伴う投票
所の再編を行った。
（旧）野田・庄内小学校と（旧）庄
内さくら学園中学校の投票区を合併
し庄内体育館を投票所とする投票区
とした。
○庄内コラボセンター「ショコラ」
の開設に伴う期日前投票所の変更を
行った。

○学校再編については児童・生徒が
いない家庭などでは関心が薄い場合
もあり、周知を重ねる必要がある。
○閉鎖される学校等の施設のその後
の利用の有無が、投票所の指定手続
段階（約半年前）でわからない。

（１）南部地域における学校施設等の再編や期日前投票者数、当日投票
者数の推移を踏まえた投票区の見直しを行います。

　①スケジュール（予定）
　　・令和4年（2022年）秋：投票区再編案の決定
　　・令和4年（2022年）冬：周知
　　・令和5年（2023年）4月：統一地方選挙から新投票区に移行

　②見直し対象施設
　　【新規施設】庄内さくら学園及び（仮称）南部コラボセンター
　　【庄内さくら学園区域】野田・庄内小学校、島田小学校、庄内さく
ら学園中学校、庄内出張所
　　【義務教育学校・（仮称）南校区域】千成小学校
　　【期日前投票所】庄内文化センター



No 取組み事項及び取組みにあたっての課題・めざす成果など スケジュール（工程）

1

選挙時体制の整備

総合計画
5-2-① 公正で効果的・効率的な市政運営を進めます。

基本政策

0 　　　　

 

2

投票区の見直し
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 総合計画
 5-2-① 公正で効果的・効率的な市政運営を進めます。

 
 基本政策

 0 　　　　

 

４．中期目標（概ね今後4年間）

（１）豊中市長選挙
　①令和4年（2022年）4月17日執行予定
（２）参議院議員通常選挙
　①令和4年（2022年）7月25日任期満了
　②令和7年（2025年）7月28日任期満了
（３）統一地方選挙（大阪府議会議員選挙・大阪府知事選挙・豊中
市議会議員選挙）
　①大阪府知事　　　令和5年（2023年）4月6日任期満了
　②大阪府議会議員　令和5年（2023年）4月29日任期満了
　③豊中市議会議員　令和5年（2023年）4月30日任期満了
（４）衆議院議員総選挙
　①令和7年（2025年）10月30日任期満了

（１）万全な選挙の管理執行体制の構築をめざして、選挙の本部体制や事務
執行体制の見直しを行います。
（２）選挙時における候補者や市民からの質問、相談に即座に瑕疵（かし）
なく回答できるよう、調査・研究を行います。

①令和4年度（2022年度）
　庄内さくら学園及び（仮称）南部コラボセンター開設等に係る投
票区の再編
②令和5年度（2023年度）
　統一地方選挙の執行（新投票区）
③令和6年度（2024年度）
　義務教育学校・南校の開校に向けた投票区再編の検討
④令和7年度（2025年度）
　新投票区の決定、周知
⑤令和8年度（2026年度）
　市長選挙の執行（新投票区）

（１）学校施設の再編や期日前投票者数の推移を踏まえた投票区の見直しを
進めます。



No 取組み事項及び取組みにあたっての課題・めざす成果など スケジュール（工程）

3

市民との協働による選挙啓発の充実

総合計画
5-2-① 公正で効果的・効率的な市政運営を進めます。

基本政策

0 　　　　

 

4

選挙の執行に係る知識・技術の蓄積・継承
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 総合計画
 5-2-① 公正で効果的・効率的な市政運営を進めます。

 
 基本政策

 0 　　　　

 

（１）多様な主体と連携した選挙啓発
　①明るい選挙推進協議会との協働による豊私幼総会、公民分館文
化祭、成人式等の場における啓発
　②大阪大学（社会科・公民科の教職課程）と連携した若年層への
啓発と主権者教育の推進
　③障害者団体等と連携した啓発講座の実施
　④若者の政治参加に取り組んでいる団体等と連携した啓発活動の
実施

（１）明るい選挙推進協議会や他の民間団体等とともに選挙啓発の推進を行
い、市民の政治意識の向上を図ります。特に若年層や子育て世代を意識した
啓発に取り組みます。

（１）事務研究会
　①近畿・府都市選挙管理委員会連合会、府北部ブロック選挙管理
委員会協議会への参加

（１）事務局職員の関係法令、制度に対する習熟度の向上と事務執行能力の
向上をめざします。
（２）選挙ごとの振り返りを行うことで事務改善を図り、組織として業務に
取り組むことの大切さや時間（期間）の意識の醸成などＯＪＴによる人材育
成を行います。



No 取組み事項及び取組みにあたっての課題・めざす成果など スケジュール（工程）

5

事務の効率化

総合計画
5-2-① 公正で効果的・効率的な市政運営を進めます。

基本政策

0 　　　　

（１）事務マニュアルの作成
　①令和4年度（2022年度）～令和5年度（2023年度）
　　選挙時の業務別事務マニュアル（投開票事務提要、期日前投票
事務の手引き）の作成・精査
　②令和6年度（2024年度）～
　　平常時の事務局事務マニュアルの作成・精査

（１）業務効率を上げ、平常時の事務局職員や選挙時の応援職員、従事者の
時間外勤務時間の削減に取り組みます。


	Page0_Row0
	Page1_Row1
	Page2_Row2
	Page3_Row3
	Page4_Row4
	Page5_Row5
	Page6_Row7
	Page7_Row9

